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(2)大学院

平成 12年度大学院生

生物科学専攻 (霊長類学系)

氏名 学年

栗田博之 D6

田代靖子 D5

竹元博幸 D4

松原 幹 D4

fi谷川由希子 D3

指導教官 研究テーマ

大洋秀行 ニホンザルの体重変動､および幼児死亡率 ･成長におけ

る性差について

加納隆至 アフリカ森林性霊長類の探食生態

上原重男 野生チンパンジーの探食生態

上原韮男 野生ニホンザルの交Fiコス トの変界

平井啓久 大脳基底核ループの械能脈明

早川祥子 D3 上原洗-TJ 野生ニホンザルの繁殖戦略に関する研究

平田 聡 D3 松沢哲郎 チンパンジーの社会的知性

船越rX･穂 D3 波過邦夫 野生ニホンザルによるR?<林業被害の発生要因の解明

劉 成淑 D3 竹中 修 二ホンザルにおける加齢および季節変化による精子形

成に関する発現退伝子の変化

-87-



DyahPerwitasariFarajallal1

D3

下岡ゆき子 D2

土田順子 D2

中井将嗣 D2

藤田志歩 D2

許 禎壬 D2

杉原活貴 Dl

松元まどか Dl

上野有理 Dl

海野俊平 Dl

加藤啓一郎 Dl

郷 康広 Dl

近藤美智和 Dl

西村 剛 Dl

川本 芳 Genetic variation ofIndonesian long-tailed macaques

(Macacafasct'cuLaris):Geographic variation ofblood

proteinsandmitochondrialDNAs

加納隆至 野生クモザルの社会構造

小嶋群三 加齢に伴う認知機能の変化に関する生理心理学的研究

片山一道 古代人および霊長類の古病理学的研究

上原重男 霊長類の生殖における内分泌と行動

中村 伸 組織因子のマカクザル生殖系における遺伝子発現とそ

の制御メカニズム

片山一道 休学中

三上章允 休学中

加納隆至 チンパンジーにおける味覚発達

三上章允 図形識別をになう視覚情報処理経路の研究

三上孝允 報酬と嫌悪に関わる脳内機構の解明

平井啓久 マダガスカル産原猿類における MHC遺伝子多様性維

持機構に関する研究

横田 穣 休学中

横田 穣 ヒトを含む霊長類における音声器官の機能形態学的研

究

ÅnaKarinaZavalaGuillen

DI

MauraLuciaCelliCunha

DI

ClaudiaMariaSousa

Dl

打越万喜子 M2

猿渡正則 M2

瀬尾淳一 M2

山下大輔 M2

森 琢磨 M2

CordonM.Ba汀ett

M2

大橋 岳 Ml

柏原 将 Ml

権田絵里 Ml

近藤 彩 Ml

竹中 修 大型類人猿のミ･トコンドリアDNAにおける進化に関す

る研究

友永雅己

松沢哲郎

松沢哲郎

三上孝允

加納隆至

林 基治

林 基治

森 明雄

松沢哲郎

加納隆至

片山一道

竹中 修

EnvironmentalemiClm entandcogrut10nOfcapdvechimpanzees

ThestudyorcognltlOnandbehaviorinchimpanzeesintens

ofcomparativecognitivescience

テナガザルの行動発達

視覚探索課題遂行中の第四次視覚野の神経細胞活動

ニホンザルのオス間関係について

マカクサル中枢神経系における BDNF､NT-3の迫伝子

発現に関する研究

マカクサル大脳新皮質における神経栄養国子産生変化

の解析

Endocrinecorrelatesofrank,reproductionandaggressionin

maleJapanesemacaques.

チンパンジーの社会心理学的研究

ニホンザルのコザルの社会的発達に及ぼす母親の社会

関係の影響

ポリネシア地域における先史人燐光団の食生態の松元

Y染色体遺伝子の進化
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長岡朋人 Ml

中山 桂 Ml

福原苑史 Ml

細川Tr之 Ml

山本亜由美 Ml

茂原倍生 現韮形態からみたEl本人形成史

上原丑男 社会的場面おける情動の役割に関する生物心理学的研

究

東山 節 霊長掛 こおけるスーパーオキシドディスムターゼ (SOD)

の迫伝子解析

三上孝允 報酬と嫌悪に関する脳内桟橋の解明

茂原信生 霊長規のアトラス ･ブリッジの形成

<研究概要>

栗田博之 :ニホンザルの体重変動､および幼児死亡率 ･成長における性差について

大分県高崎山のニホンザル餌付け群を対象として､成熟雌と幼児の体重変動についての分析

と論文執筆を行った｡また幼児死亡率 ･幼児成長 ･出生性比および母親にとっての育仔コス トを

分析し､論文を執筆した｡

田代嫡子 :アフリカ森林性霊長類の採食生態

ウガンダ共和国カリンズ森林において得られた霊長類とその他の嘱乳類の抹食生態と環境

利用に関するデータを分析 した｡

竹元博幸 :野生チンパンジーの採食生態

西アフリカポッソウ地域のチンパンジーの採食植物の栄養分析を行い､年間のエネルギーバ

ランスを計算して環境中の食物量･質の変化に対しチンパンジーがどのように対応しているか考

察した｡また､l*央アフリカ赤道ギニアにおいてチンパンジー･ゴリラを含む野生哨乳規を対象

とした予備調査を行った｡

松原 幹 :野生ニホンザルの交尾コス トの変異

鹿児島県屋久島に生息する野生ニホンザル集団を対象に､雌雄の交尾戦術の多様性とそれに

伴う時間とエネルギー消費におけるコストの違いを検討した｡オスの交尾成功要因と配偶者をめ

ぐる競合様式を解析し､オスの交尾戦術の群れの社会構成への影響について考察した｡

長谷川由香子 :大脳基底核ループの機能解明 ●

大脳皮質一線条体経路における情報伝達への ドーパミンの関与を明らかにするため､薬物と

屯気の同時刺激を与えたときの即時性初期退伝子発現を検出 ･解析 した.

早川祥子 :野生ニホンザルの繁殖戦略に関する研究

九州南部屋久島の野生ニホンザルにおいて非侵鶴的なサンプルを使用したDNA脈析により

父子判定を行い､行動データとの比較を試みた｡また橋本千絵氏と竹中修氏との共同研究で､チ

ンパンジー･ボノボ･ニホンザルにおいて非佼熊的なサンプルより性判別をおこなう方法を開発

した｡
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平田 聡 :チンパンジーの社会的知性

チンパンジー2個体をペアとして共同実験場面を設定 し､この2個体のあいだで生じるトー

クンのやりとりについて検討 した｡また､マレーシアのオランウ⊥タンおよび赤道ギニアのチン

パンジーとゴリラの行動 ･生態調査をおこなった｡

船越美穂 :野生ニホンザルによる農林業被害の発生要因の解明

農林業被害の発生している長野県安曇野地方で､テレメトリー法を用いて､ニホンザルの土

地利用調査を1群に群れを絞 り継続 した｡また､栄養 ･成分分析するために､ニホンザルが食べ

ないものも含めて果実の試料を収集 した｡

劉 成淑 :ニホンザルにおける加齢および季節変化による精子形成に関する発現遺伝子の変化

DifferentialdisplayPCR法により精子形成に関与する遺伝子をニホンザル (Macacafuscata)

で検索 し､MFSJl(MacacafuscataspermatogenicDnaJprotein)およびpRM2(protamine2)という

精巣特異発現遺伝子を発見 した.両遺伝子をノーザン分析および insituハイブリダイゼーショ

ン解析により若年個体､成体および老齢個体での発現を明らかにした｡また､血中テス トステロ

ン量と精巣重量と共に両遺伝子の非交尾期 (4月､6月)および交尾期 (10月､lュ月)での発現

も調べた｡

DyahPerwitasariFarajallah:GeneticvariationofIndonesianlong-tai1edmacaques(Macacafasct'cLJlan'S):

GeographicvariationofbloodproteinsandmitochondrialDNAs

AgeneticstudyofIndonesianlong-tailedmacaqueswasperfomledusingproteinandmitochondrial

DNA(mtDNA)markerstobetterunderstandthisspecies populationstructureandhistoryfrom a

phylogeneticpolntOfview.

TTlisresearchwasstartedfrom theinvestigationofstudyonnine!ocialgroupslivinginfive

localitiesinWestJavaProvince.FurtherstudywascarriedoutusingsamplesfromJava,Sumatraand

Kalimantan.

ProteinpolymorphismsdetectablebyelectrophoresisandmtDNAPCR-RFLPwerefirstapplied,and

sequenceanalysisofmtDNAwasaddedinthefinalstage.Lowdifferentiationofproteinamongsocial

groupsinthesamelocalitywasobservedinWestJava.Onthecontrary,therewasnomtDNAhaplotype

variationwithineithersocialgroupsorlocalpopulations∴ThisresultprPvidesevidenceindicatingthat

long-tailedmacaquesinIndonesiashowdifferenceinthegeographicdistributionofvariationofprotein

andmtDNA.Abiparentalmodeofinheritanceandmalemlgrationofmacaqueswasconsideredtobe

majorcausesforshufningofproteingenes.Incontrast,femalephilopatryandlineagesortingatgroup

divisionhaveobviousrolesin山eestablishmentoruniquehaplotypesofmtDNAineachlocalpopulation

examined･Theaboveexplanationconcernsgeneticstructurefrom theperspectiveofgeographical

arrangement･Theproblemoftimeisalsoaninterestlngandimportantaspectforgeneticanalysis.The

resultsoftemporalchangesinallelefrequenciesintwosamplingpehods(1980-1994)Showedthatthere

hadbeennosignificantdifferenceofallelefrequenciesduringthattime.Thus,itwassuggestedthatgenie

constitutionorthestudygroupswereatastateorequilibrium..

GeneticdifferentiationamongIndonesianlong-tailedmacaqueswasestimatedfor18lociofprotein

andmtDNA PCR-RFLPusing32restrictionendonucleases. IamplifiedanapproximatelyI.8kb
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什agmentcontaining

theD-loopregion(spanningbcLweenthethreoninetRNAand12SrRNA).Tntheseanalyses,Samples

什om山reeislands(Java,Sumatra.andBomeo)wereused. Forlhisstudy,eighteensamplinglocalities

werecompared.Thegeneticdifferentiationofproteinbetweenlocalitieswasrelatively)owerthanthatof

mlDNA.Funhermorc.distributionoftwenty･sixmtDNA haplotypesshowedgeographicstructure.

However.thisdidnotco汀eSpOndwiththecu汀entgeographicdistributionoHong･tailedmacaques.Both

proteindiversity(measuredbyNeisgeneticdistance)andmtDNAdiversity(measuredbysequence

divergence)revealedaweakco汀elationwi山geographicdistance.

WithreferencetotheresultsfromPCR-RFLPanalysisofmtDNAcontainingtheD･loopregion,

variation ofmtDNA D-loop sequence in Indonesian long-tailed macaqueswasinvestigated.

Approximately600-bpoftheD-loopregionWereSequenCedfor61individuals,usingtherepresentative

samplesbasedontheresultsofPCR-RFLP.Twenty-ninehaplotypeswereobservedandfoundtohavea

positivecorrelation'withre'sultsfromthePCR-RFLPanalysis･Singlebasepairinsertionanddeletion

(indel)wasobseⅣedin6sitesamongthe29haplotypes.Distributionorhaplotypeswasrestrictedto

certainlocalities.Great'difrerentiationbetweenlocalitiesinmtDNA couldbetheresultoffemale

philopatryandlineagesortingbygroupfissioninlong-failedmacaques.Basedonphylogeneticanalysis.

itwasconsideredthatmtDNAdiversityandhaplotypedistributionamongthreedifferentislands(Sumatra.

Java,andBomeo)renectsmigrationviaalandconnectionpresentbetweenthemduringapreviousglacial

period(probablydminglastglacialmaximum,ca.I8,000yearbeforepresent).

下岡ゆき子 :̀野生クモザルの社会構造

コロンビア･マカレナ地域において野生ケナガクモザルを対象に調査を行ない､牡合典故の

動態を明らかにした｡

土田順子 :老齢ニホンザルの弁別逆転学習セット形成

加齢に伴う前頭前野の機能的変化を予測するために､前頭前野と関係の深い弁別逆転学習セ

ット課題を老若のこ示ンザ)t'に課した｡老齢ザルは､逆転前の弁別学習でも､逆転学習でも､郊

似の課題を数十回くり返 した際､学習効率の向上の速度が､若齢ザルに比べて遅いことが明らか

になった.以上のことから､前頭前野の機能が老齢ザルでは衰えていることが示唆生れた.

中井賂嗣 :古代人および霊長類の古病理学的研究

霊長類研究所に保管されているニホンザルの骨格標本を対象に､骨折や変形性関節症などの

骨関節疾患の調査を行い､野生ザルと飼Tfザルの違いを検討 した.また､12月に中国に渡航 し､

北京の中国科学院古辞枇与古人類研究所にて中岡の古人鰯と古人骨に関する;Zf料の隅人を行っ

た｡

藤田声jJ';:霊長矧の生粥における内分泌と行動

1)宮城県金華山にすむ野生ニホンザルのメスを対象として,性行動 と生殖生理学的現象と

の対応関係について分析をおこなった.2)タンザニア ･マハレ山塊にすむチンパンジーにおい

て､繁碑における地域蝦田の特徴と生息環境との関係を調べるため､予備的な調査をおこなった｡
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許 禎壬 :組織因子のマカクザル生殖系における遺伝子発現とその制御メカニズム

マカクザル生殖系における組織因子の遺伝子発現と制御メカニズムを分子生物学的方法で

解釈した｡

上野有理 :チンパンジーにおける味覚の発達

飼育下のチンパンジー0歳児を対象に､味覚刺激にたいする反応について実験的研究をおこ

なった｡

海野俊平 :図形識別をになう視覚情報処理経路の研究

アカゲザルにShape-from-_motionによるBl.形を用いた図形識別課題を訓練し､下部側頭皮質

より課題遂行中の神経細胞活動を記録した｡

加藤啓一郎 :報酬と嫌悪に関わる脳内機構の解明

弁別課題遂行中のアカゲザルの帯状回から神経細胞活動を記録し解析を行った｡また遅延対

連合課題 (DelayedPairedAssociationTask)をアカゲザルに学習させた.

郷 康広 :マダガスカル産原猿類におけるMHC遺伝子多様性維持機構に関する研究

マダガスカル産原猿類において免疫関連遺伝子 ･MHC遺伝子の多型が集中している領域の

塩基配列を決定し､多様性を検出するとともにその維持機構を考察した｡

西村 剛 :ヒトを含む霊長類における音声器官の機能形態学的研究

ヒトの喉頭軟骨を MR撮影する技術を確立する実験を行った｡また､チンパンジー新生児

の音声器官の成長をMRIを用いて観察した｡さ.らに､霊長類の音声器官形態とその機能適応の

関係を探るため､ガボン共和国にて音声データ収集を試みた｡

MauraLuciaCelliCunha:Environmentalenrichmentandcognlt10nOfcaptlVeChimpanzees

LearnlngProcesses,teCnOlogicalintelligenceandtransmissionofacquiredknowledge,aresomeof

thetopicsrelatedtoCognitionofcaptivechimpanzeesexploredinthisstudy.Inparallel,animalwelfare

hasbeenassessedthrough山emonitonngofqualitativeandquantitativebehavioralchanges.Thetooluse

tasks-mediumsofthecognltlVeStudies-havebeentestedasbeneficialemichmentemichmentforthe

captlVeSubjects.

ClaudiaMariaSousa.'ThestudyofcognltlOnandbehaviorinchimpanzeesintermsofcomparative

cognltlVescience

Thegoalofthisre占earchistoclarifytheintellectualabilityofchimpanzees(Pm troglodytes)related

withthetoolusebehavior.Toachievethefinalgoal,twodifferentapproacheswillbeused,thestudyin

thelaboratoryandinthewild.Atafinalstepacomparativeapproachwillbeusedtocorrelatethedatat

collectedunderthetwodifferentapproaches.
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打越万啓子 :テナガザルの行動発達

テナガザルの行動発達の特性をヒト､チンパンジーそしてニホンザルの行動発達と比較する

ことで探った｡また､テナガザル幼児2個体関でみられる社会的学習について調べた｡

独渡正則 :祝光探索課題遂行中の第四次祝北野の神経細胞活動

祝党系が目標を捉える際の視覚野の関与を検討するため､アカゲザルに視覚探索課遇を訓練

し､課超遂行中に節四次視覚野からIfi一神経細胞活動を記録した.節四次視覚野には､受容野内

に里示された刺激が同一にも関わらず､課題が探索課超であるか非探索課題であるかにより視党

応答が変化する細胞が見られた.また､探索課題において受容野内の刺激が目標刺激であるか妨

nfT･刺激であるかによっても､活動が変化するものが見られた｡本研究により第四次視覚野が目標

を選択する過程に関与していること､また目標の保持に貢献 していることが示唆された｡

瀬尾洋一 :ニホンザルのオス間関係について

ニホンザルのオス間関係について検討した｡

山下大輔 :マカクサル中枢神経系におけるBDNF.NT-3の遺伝子発現に関する研究

マカクサル中枢神経系の発達､老化における神経栄養因子ファミリーの退伝子発現の変遷を

RT-PCR法を用いて検索 した.

森 琢磨 :マカクサル大脳新皮質における神経栄養因子産生変化の解析

マカクサルの大脳新皮質はげっ歯類などと比較して複雑な局所構造をもっており､この視雑

な神経回路網の構築は胎生期から生後まで続く｡神経栄養因子は神経回路の構築や修飾に関与し

ている物質である.我々はこの神経栄養因子の機能を推測するために､大脳新皮rrにおける神経

栄養国子の発達に伴う濃度変化を定量したOその結果､BDNFは生後にピークを持ち､受容体を

同じくするNT-4/5は胎生後期にピークをもつことが明らかになったo

CordonM･Barrett:Endocrinecorrelatesofrank,reproductionandaggressioninmaleJapanesemacaqucs.

Iinvestlgatedhomonalco汀elatesofrank,reproductionandaggressioninsixwildmaleJapanese

macaques(Macacafusca(a),focusingontestosteroneandcortisol.Ifounddominantmalestoexcrete

higherlevelsofcortisolthansubordinatemales,suggestingthebenefitsofdominancemaybeoffsetby

certaincosts.Additiわnally,Ifoundtestosteronecorrelatedwithnon-contactaggression(threatsand

chases),butnotcontactaggression(ptmishesandassaults)Oranymeasureofcopulatorybehavior.

大橋 岳 :チンパンジーの社会心理学的研究

アイが山産後､他個体と再会する場面を､個体問距離に新目して予備的に分析した｡また､

昨年度ボルネオでおこなった､オランウータンの対象操作の実験を分析､考察した｡

柏原 将 :ニホンザルのコザルの社会的発達に及ぼす母親の社会関係の影響

嵐山E郡の0歳から4歳の 18机の母子を対象に､母親の社会関係がコザルの社会関係をど

の●程度規定しているのかを検討した｡コザルの社会関係については､遊び､グルーミング､近接

関係といったいくつかの指標を用いて分析を行った｡
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権田絵里 :ポリネシア地域における先史人類集団の食生態の復元

地理的に孤立した島喚地域であるポリネシアにおいて､先史人類集団がどのようにして限ら

れた食資源を利用 し適応 していったかを研究 し､彼らの食生態の復元を試みる｡化学的方法とし

て､古人骨に残存するコラーゲンを用いた安定同位体分析を行ない､そこで得られる炭素 ･窒素

同位体の組成比をもとに各種食料資源の過去における利用の割合を解析する｡また同時に､生態

人類学的方法として現代ポリネシア人の食生活について定量分析を行ない､食性解析のもととな

る各種食料の摂取量とその割合などのリファレンスデータを作成する｡2000年8月から10月ま

で中央ポリネシアにある トンガ王国において離島を中心に､利用されている食料資源の種類と利

用頻度について現地調査を行ない､また､植物性食資源の主だったもののサンプルを収集した｡

長岡朋人 :預蓋形態からみた日本人形成史

近畿地方における頭蓋形態の時代的推移を計測により検討 した｡また､歯冠計測値のデータ

も収集 している｡

中山 桂 :社会的場面おける情動の役割に関す畠生物心理学的研究

アカゲザルを対象に､ネガティブな情動反応を生起させる状況下で被験体の顔面温度がどの

ように変化するのかを､赤外練熟画像装置を用いて調べた｡

福原亮史 :霊長類におけるスーパーオキシドディスムターゼ (SOD)の遺伝子解析

霊長類 8種のCuan-SODとMn-SODそれぞれについて塩基配列を決定し､その分子進化に

ついて比較､検討 した｡また､サザン分析により霊長類のSOD遺伝子の多型についても考察し

た｡

細川貴之 :報酬と嫌悪に関する脳内機構の解明

遅延対連合課題 (DelayedPairedAssociationTask)をアカゲザルに学習させた.

山本亜由募 :霊長類のア トラス ･ブリッジの形成

霊長類研究所所蔵のニホンザルの骨格標本を中心に､アトラス･ブリッジの形成額皮の違い

を検討 した｡

<研究業境>

論文

一英文-
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Science18:207-213.

3)Fujita,S.,Mitsunaga,F.,Sugiura,H.&Shimizu,K.(2001)Measurementofurinaryandfecalsteroid
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4)Furuta,T.,Mori,T.,Lee.T.& Kaneko,T.(2000)ThirdGroupofNeostriatofugalNedrons:

NeurokininB-ProducingNeuronsThatSendAxonsPredominantlytotheSubstantialnnominata.

meJoumalorComparativeNeurology426:29-296.
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9)Inoue,K.,Hukuda.S.,Fardellon,P.,Yang,Z.Q.,Nakai,M.,Katayama,K.,Ushiyama.T..Saruhashi,

Y.,HuangJ.,Mayeda,A..Catteddu,I.&Obry,C.(2001)PrevalenceofIarge･jointosteoarthritisin
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